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さがみはら市民活動サポートセンター  

隔月15日発行・市民活動サポートセンター情報紙 
2023年3月１日特別版・第101号 

２０23年2月15日現在 

団 体 名 （分野） 活 動 目 的 連 絡 先 

クローバーの会 （福祉） 「聞こえない人・聞こえにくい人も安心して暮らせる相模原に！」  非公開 

NPO法人 NALC横浜 
（まちづくり） 会員相互扶助・施設支援・地域貢献等の活動を通しての生きがい

づくり 
090-2193-5718  

（特非）メダカのお弁当 
（子ども） 子ども達の豊かな未来と思いやりをもって生きられる「あたたか

い」社会の形成に寄与 
042-813-3974  

ぴあっと 
（福祉） 障害のある方が、地域の人とのつながりの中で、自分らしく安全安心

な生活を送ることができる社会を創る 
042-816-3050  

みんなのいえ つみき 
（子ども） 地域交流。無料または安価で栄養のある食事がとれる場所と居場所の提

供 
042-785-6746 

080-3317-0218 

〒252-0236 

相模原市中央区富士見６-６-２３ けやき会館３F

ＴＥＬ/FＡＸ ： ０４２－７５５－５７９０ 

Ｅメール ： sagami.saposen@iris.ocn.ne.jp 

ＵＲＬ ： httpｓ://www.sagamaru.org 

サポートセンターは、引き続き「さがみはら市民会議」が行政と協働

で運営にあたることが決まりました(令和10年3月まで）。しかし近年

夜間利用率が激減したため、辛い選択でしたが17時閉館の曜日を増や

すことにしました。利用者にご意向を伺うべきところ、既に4月以降の

予約が開始されていることもあり、報告が遅くなりましたうえご不便

をおかけしますがご理解いただきますようお願いいたします。 

月 火 水 木 金 土 日 

休館日 9時～21時 9時～17時 9時～17時 9時～21時 9時～17時 9時～17時 

 2002年10月に「さがみはら市民活動サ
ポートセンター」がオープンして20年に
なります。私自身開設当初はスタッフとし
て、2009年からはセンター長として関
わってきましたが、「市民活動とは？支援
センターとは？」何も分からず、手探り状
態で走ってきたというのが正直な気持ちで
す。この間、団体や関係各所の皆様には
様々な形でお支えいただき、皆様のご協力

があったからこそ、ここまでやってこ
られたと、感謝の気持ちで一杯です。 

 これからも皆様がより活動しやすい
センターを目指してスタッフ一同頑
張っていく所存です。引き続きご支
援、ご協力をお願い致します。 

 

ｘ 



2月にもかかわらず、

春のように暖かい日曜日

相模原市中央区の産業会館で開設20周年

記念式典・講演会を開催しました。主

催・来賓挨拶に続き、これまでの歩みを

1枚のパンフレットにまとめ、簡潔に説

明したのち、基調講演とシンポジウムを

行いました。懐かしい方々、日ごろから

良く利用される団体の方々とのお時間を

共有することができました。 

代表弁護士 伊藤信吾 

〒252-0236  
相模原市中央区富士見6-6-1 大賀ビル２F 

TEL 042-756-0971 FAX 042-756-0973 相 模 原 法 律 事 務 所 
弁護士法人 

応 援 し ま す 

市 民 動 活 

従来の世界観、考え方の枠組みが根本的に動揺、あるいは崩壊し

ているのでは…というパラダイム転換から講演は始まりました。

現状から見えるもの、この先新しいものに転換するためにはどう

したら良いのか、時間が足りないほど詳しい講演でした。参加者

にとって、今後のヒントや気づきが見つかっていれば幸いです。

早瀬氏の人柄で笑顔溢れる講演会、熱気あふれる会場となりまし

た。ご参加ありがとうございました。 

当日、たくさんの方がかけつけてくれました！ 写真は20年の歩み説明中 

シンポジウムの様子 

市内で活動している2団体が登壇し、基調講演講師との鼎談を実

施しました。若く豊かな発想と、新しい風を感じる魅力あふれる

取組みを紹介されたシンポジストに「斬新だった」「未来へのつ

ながりを感じた」などのアンケートが寄せられています。「自分

がおもしろがれる感覚を大切に」「視点を変える」など、活動中

の団体にも共有できるキーワードもあったうえ、会場参加者への

アドバイスもあり、緑区2団体の魅力が満開になったようでし

た。中央区、南区も負けていられませんよ～！ 

早瀬 昇 氏  

社福)大阪ボランティア協会理事長 / 同志社大学 政策学部 客員教授 

（写真左）NPO法人Class for Everyone 代表理事 高濱 宏至 氏 

（写真右）NPO法人自然経験学校みどり校 理事 五十嵐 創 氏 



  

フ ク ヤ マ 画 廊 〒252-0143 相模原市緑区橋本2-24-4 

TEL 042-703-0002  http://www.fgallery.com/ 
絵画の買い取りも承っております

（査定は無料です） 応 援 し ま す 

市 民 動 活 

さがみはら市民活動サポートセンター創立

２０周年という記念すべき節目の年に私自

身関わりを持てたこと大変嬉しく思いま

す。また、今まで多くの関係者の皆さまに

支えられ、２０周年を迎えられたことに感

謝を申し上げます。相模原のまちにとっ

て、市民団体の皆さまの活動は、貴重な

「財産」であり「誇り」であります。これ

からも皆さまから必要とされるセンターと

して運営できるよう務めてまいります。 

  

コロナ禍。オンライン（Zoom）のさまざまな活用方法を模索し
ました。写真は講座参加者のフォローアップ会の様子。 

NPO法人さがみはら市民会議、相模原市/市民協働推進課職員、
市民ファンドゆめの芽のメンバー（2022年11月撮影。下段中
央は、公開市民講演会にて講師を務めた伊藤聡子さん） 

講演会終了後、会場を変えて第2部の交流会を実施。ここ数年は

飲食を伴う事業を見送ってきたため、3年ぶりに計画しました。

感染症の心配が残っていたため、なるべく着座をお願いし一人

ひとりにお弁当を用意することにしました。これにより、通年

の交流会より名刺交換ができなかったり、お茶での乾杯になっ

たりと、雰囲気が違った会になってしまいました。それでも、

「知らない団体と挨拶できた」「講師の名刺をもらった」「久

しぶりに会えた」など嬉しい声もお寄せいただきました。最後

の片づけまでお手伝いくださった方々にも感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

・講演会やシンポジウムとても良かったです。若い方々がパネ  

 リストとして斬新な取り組みについて話してくださり非常に 

 ためになりました。 

・「人が入りやすい団体は、出やすい団体である」が印象的で 

 あった。 

・ボランティアとしてミリョクを 

 作ることが重要と感じました。 

・基調講演もっと聞きたかった。 

 （ちょっと残念…） 

感染対策のさまざまな制約もある中、それでも盛んに交流がありありました 



※最寄りのバス停 ： ①市民会館前 ②市役所前 ③ウェルネスさがみはら前 

さがみはら市民活動サポートセンター 

2023年3月末日までは、以下の通りの開館です 

開館日 ： 火曜日～土曜日 9：00～21：00、 日曜日 9：00～17：00 

休館日 ： 毎週月曜日、年末年始、けやき会館の定期点検/清掃日：2023/3/4（土） 

問合わせ 042-769-8226 

3 

けやき会館３F 

利用方法と流れ 
 

①ニーズ登録 

団体が必要な支援内容を具

体的に登録 

②人材照会 

サポセンが①に対応可能な

人材登録者をチョイス 

③マッチング 

団体が人材登録者に具体的

内容を依頼（サポセン立会

い） 

④実施 

⑤人材・団体が各々報告書

（写真および感想）をサポ

センに提出 

※来館、メール、お電話に

てサポセンまでご相談くだ

さい！ 

 

4月1日よりけやき会館の運営方法が変更される

お知らせが届きました。正面入り口の自動ドアは

18時以降開閉できなくなるそうです。火・金曜

の夜間利用される皆さんは、わきのドア利用可能

です。物価高騰、ここまで来るとは…。（お） 

編集後記 

ＱＲコード タ イ ト ル 分 野  募集期間 

 
地域活動団体への助成「生活学校助成」 

（公財）あしたの日本を創る協会 
福祉 4月30日まで  

 
 緑の募金 国際協力事業 

（公財）国際緑化推進センター 
国際 3月15日まで 

 
 緑の募金 

（公財）国土緑化推進機構 
環境 3月15日まで 

ＮＰＯなど市民活動を支援する助成金。締切間近のものをピックアップしてご紹介します。

詳しくはホームページの「団体支援」またはけやき会館3階サポセン掲示コーナーで。 

助成金募集ニュース  

(公財）助成財団センター 

ボラ市民WEB「助成金情報」 

 緑 区 中央区 南 区 

場所 ソレイユさがみ 
森のイノベーションラボ 

FUJINO 

市民活動 

サポートセンター 

ユニコムプラザ 

さがみはら 

曜日 第2火、第4木曜 第3木曜 第1木・第3火曜 毎週水曜 

3月 14（火） 16 2（木）、21（火） 1、8、15、22、29 

※各日13：00～、14：00～、15：00～ 40分程度・無料・予約制 
※開催日は変更になる場合があります。予約の際にお確かめください。 

CANPAN FIELDS 「助成制度」 

日本財団 および NPO法人CANPANセンター 

！ 

 ＮＰＯ法人は毎事業年度終了後の３か月以内に、事業報告書等を所轄庁（事務所が相模原

市内のみにある法人は相模原市）へ提出する必要があります。事業報告書等は、市民がＮＰ

Ｏ法人の活動状況を知るための大切な資料となりますので、期限内の提出をお願いします。 

提出期限の例：事業年度が4/1～3/31の法人は、6月末までに提出！ 

【提出書類】①事業報告書②活動計算書③貸借対照表④財産目録⑤年間役員名簿 

 ⑥10名以上の社員名簿（各２部） 

【提出先】相模原市 市民協働推進課（〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15） 

【提出方法】窓口（※要事前予約）、郵送、e-kanagawa電子申請システム（※要ユーザー 

 登録）、内閣府ウェブ報告システム（※4月1日より稼働開始予定。詳細は 

 次号のナウで！） 


